
KPAC-Bシリーズ

住・産共用フレキシブル蓄電システム

ようこそ、
電気をかしこく貯めて
上手に使える暮らしへ。

JET認証品



“�日使い放題＊�
× 長寿命”を同時にかなえて

オトクな暮らし、はじめませんか。

固定価格買取制度の買取期間満了による売電価格の大幅な下落や

電力価格の高騰により、本格到来する自家消費時代。

太陽光発電の余剰分を売るのではなく、蓄電池に貯めて使う暮らしが始まります。

オムロンが提供するのは、戸建住宅の平均的な太陽光発電能力に合わせた容量で、

何度充電と放電を繰り返しても長期保証の蓄電池。

電気をかしこく貯めて上手に使える新しい暮らしをご提案します。

例えば安価な夜間電力を充電して朝の消費に活用、

日中の太陽光発電の余剰分を充電し、

夕方の消費に活用するなど、１日２回の使用で

電気代を最小限に抑えることができます。

グリーンモードでの�サイクル使用例

パワーコンディショナ

変換する

見守る

蓄電システム用
ゲートウェイ

＊�. システム搭載の動作モードで使用した時に限ります。
＊�. システム保証は��年です。ただし、遠隔モニタリングサービスをお申し込みの場合、パワーコンディショナと蓄電池ユニットの保証は��年となります。

    1st CYCLE

    2nd CYCLE

使う 貯める

使う

貯

める

使い放題

��年保証＊�

使う・
貯める

�.�kWh 蓄電池ユニット
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長寿命
point 1

�日使い放題でも

長期間使える
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１日に何 度 繰り返し使っても１５年 保 証の長 寿 命＊�

蓄電池は�.�kWhと小容量ながら、�日�回の充放電を繰り返すことにより、

�.�kWhの大容量品に相当する価値を発揮でき、経済的です。

�日�サイクル利用なら、�.�kWh品相当の活用が可能

長寿命設計の蓄電池を搭載することで、

�日に何度繰り返し充電・放電をしても、

��年後でもSOH＊� ��％を保証。

安心して長くお使いいただけます。

�日�サイクル��年保証のKPAC-Bと�日�.�サイクル��年保証の同等容量品を

単純計算で比較した場合、保証期間内での充放電量の合計は約�.�倍になります。

何度繰り返し充放電しても
��年後も容量��％以上を保証

＊�. システム保証は��年です。ただし、遠隔モニタリングサービスをお申し込みの場合、パワーコンディショナと蓄電池ユニットの保証は��年となります。
＊�. SOHはStates Of Healthの略で電池容量維持率を表します。
＊�. 一般的な�.�kWh蓄電システム(�日�.�サイクル、��年保証SOH��%)。

�.�サイクル��年保証の同等容量品と比べると、
総充放電量は約�.�倍に 約�.�倍

トータル

一般的な
蓄電システム

KPAC-B

保証期間

��年

��年

15年
保証

70％以上
容量保証

 同等容量品＊�

��.�MWh

KPAC-B��
��.�MWh

深夜の
安い電力を
購入

晴れの日の一例

2nd CYCLE1st CYCLE

使う 貯める 使う 貯める

朝 昼 夜 深夜

太陽光発電 電力会社
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蓄電池の状態をスマートフォンやパソコンから無料でチェック

遠隔モニタリングサービスを利用することで、

スマートフォンやパソコンから蓄電池の動作状態を��時間

見守ることや設定が可能。

異常時にはメールでお知らせし、万一の故障時も迅速に対処できます。

＊ VPPはVirtual Power Plantの略で、点在する小規模な再エネ発電や蓄電池、燃料電池等の設備と、電力の需要を管理するネットワーク・システムをまとめて制御することです。 

クラウド接続で

蓄電池とつながる

設定動作状態表示

スマート
フォン
画面例

遠隔見守り
point 2

クラウド接続蓄電
システム用
ゲートウェイ

遠隔
モニタサーバ

蓄電池
ユニット

蓄電池情報

状態監視

遠隔モニタリングサービス

今後の電力取引やVPP＊市場にも対応予定
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万一の床下浸水でも水没しない設置性、地震にも安心の設計

災害時にこそ欠かせない蓄電池は、置き場所に

困らないコンパクト設計の屋内設置のため、

万一水害などで床下浸水が起きても安心。

パワーコンディショナも壁掛け設置のため、

屋外でも水没リスクを軽減します。 

また、地震などで様々な外的トラブルが起きても

壊れにくいよう、厳しい試験もクリアしています。

近年、地球規模の異常気象により水害が多発しています。

被災数は年間約�万棟に昇りますが、そのうちの�割は

床下浸水のため、屋内設置や壁掛け設置が安心です。

出所：弊社調べ(気象庁・内閣府等のHPより抜粋)

＊ 「建築設備耐震設計・施工指針(����年度版)」・「鋼構造計算基準」引用、準拠

パワーコンディショナ：屋外壁掛け設置蓄電池ユニット：屋内設置

多発する水害の�割を占める
床下浸水へ確かな備えを

災害が起きても

壊れにくい

水害被害内容内訳(����-����)

全壊流出・半壊
�.�％

床上浸水 
��.�%

床下浸水  

��.�%

災害対策
point 3

・����年
  九州北部豪雨（約��,���棟）

・����年
  広島土砂災害（約��,���棟）

・����年
  台風��号（約�,���棟）

・����年
  西日本豪雨（約��,���棟）

耐震
クラスS＊
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暮らしのスタイルに合わせて使い分けられる、３つの　運転モードをご用意

太陽光発電の余剰電力は蓄電池に充電し、夕方から夜の電力をまかないます。

さらに深夜に夜間電力を充電し、翌朝の電力をまかないます。

自家消費を優先して「貯めて使う」を繰り返します

運転モード紹介

グリーン
モード

グリーンモードの電力フロー   ※数値は一例です

発電 �.�kW 買電 �kW

放電 �.�kW 消費 �.�kW

発電が少ないので、蓄電池に貯めた割安な夜間電力で
消費をまかないます

電力会社
発電電力

蓄電池
ユニット

パワー
コンディショナ

発電 �.�kW 買電 �kW

充電 �.�kW 消費 �.�kW

発電分から消費分を引いた余りを
たっぷり充電して余れば売電します

電力会社
発電電力

蓄電池
ユニット

パワー
コンディショナ

朝 昼（晴れ）

夜間料金帯

充電

買　電

夜間電力から
充電します

※太陽光発電システムを併設していない場合、グリーンモードに設定しないでください。

太陽光発電 太陽光発電

08



暮らしのスタイルに合わせて使い分けられる、３つの　運転モードをご用意

発電 �kW 買電 �kW

放電 �.�kW 消費 �.�kW

もう発電はないので、昼の発電で充電した電気で
消費をまかないます

電力会社

蓄電池
ユニット

パワー
コンディショナ

買電 �.�kW

消費 �.�kW

電力会社

発電 �kW

充電 �.�kW

寝ている間は夜間電力で経済的に充電します

夜間電力

蓄電池
ユニット

パワー
コンディショナ

夜 深夜

充電 充電
夜間料金帯 夜間料金帯��:����:���:�� 昼間料金帯

放電待機

消費電力

発電電力

待機 放電

自家消費 太陽光でつくった電気を
家で使います

満充電
後は
売電

余剰電力＝充電

買　電 買電自家消費消費

売電
昼間は余剰電力を
充電します

自家消費し、充電しきれない
分は売電します

夜間電力から
充電します夜間電力から

充電します

朝は蓄電池を放電
してまかないます

夕方は蓄電池を
放電してまかないます

夜間電力でお得に充電

時間帯
区分昼間

夜間

昼間の料金の
�/�以下通常料金より

割高

��:��

�:��

※ 一例となります。契約している電力会社・電力料金プランなどにより異なります。 

電気料金は時間帯で変わります。
例えば夜間料金は昼間の�/�以下。
この夜間の時間に蓄電池に充電します。

太陽光発電 太陽光発電
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夜間は電力
会社から購入

夜間は電力
会社から購入

充電
夜間料金帯 夜間料金帯��:����:���:�� 昼間料金帯

放電 待機充電 待機待機

消費電力

発電電力

放電

自家消費 太陽光でつくった電気を
家で使います

余剰電力＝売電

買電 買電自家消費消費 消費

夕方は蓄電池を
放電してまかなう

足りない分は
電力会社から購入

昼間は余剰電力を
売電して売電収入を確保

最も電気代の高い時間の
放電時間設定が可能

朝は蓄電池を放電してまかなう

夜間は電力
会社から購入

夜間は電力
会社から購入

消費電力

発電電力

自家消費 太陽光でつくった電気を
家で使います

余剰電力＝売電

充電
夜間料金帯 夜間料金帯��:����:���:�� 昼間料金帯

放電充電 待機 待機待機 放電

買電 買 電自家消費消費 消費

蓄電池の残量を確保
するため、放電を停止して
電力会社から購入

夕方は蓄電池を
放電してまかなう

昼間は余剰電力を
売電して売電収入を確保

最も電気代の高い時間の
放電時間設定が可能

朝は蓄電池を放電してまかなう

運 転モ ード紹 介

余剰電力は売電して、夜間電力で蓄電池に充電し、朝夕は蓄電池から

電気を使って電気代を節約します。 

余った発電分は売電を優先します
経済

モード

蓄電池の残量を確保して万一の停電時に使用できるようにします。

（残量は設定で変更可能）

停電に備えて蓄電残量維持を優先します
安心

モード

グリーンモード
経済モード
安心モード

余剰電力の用途

各運転モードの余剰電力の用途と蓄電池の充放電動作

充電（満充電時は売電）
売電
売電

蓄電池の充電
余剰電力で充電（夜間の時間帯に充電も可能）

夜間料金の時間帯に���%になるまで充電

蓄電池の放電＊

主に朝夕夜間に残量がなくなるまで放電
主に朝夕に残量がなくなるまで放電
主に朝夕に一定の残量を残して放電

＊ 太陽光発電が売電している時は、蓄電池は放電しないためダブル発電にはなりません。蓄電池の残量は設定で変更可能です。

万一の停電に備えて蓄電池の残量を確保しておきます。
（残量は設定で変更が可能）
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発電電力

停電が起きると、あらかじめ決めておいた特定負荷(家電)へ自動で給電されます。

復電時は自動で通常時の運転に切り替わります。

万一の停電時には何もしなくても＊�

非常用電源を確保

停電時
モード

発電 �.�kW 買電 �kW

消費 �.�kW

停電しても昼間は発電分で特定負荷をまかない、
蓄電池にも充電可能

電力会社

蓄電池
ユニット

パワー
コンディショナ

放電 �.�kW

買電 �kW

消費 �.�kW

電力会社

発電 �kW

発電がなくなると、蓄電池からの放電へ自動切替え

蓄電池
ユニット

パワー
コンディショナ

充電 �.�kW

夜に停電した場合

＊�. あらかじめ停電時に必要な家電に配線をしておく必要があります。
　　無停電電源装置(UPS)ではありません。

＊�. 各家電の消費電力量で異なるため、動作時間を保証するものではありません。

＊�. 太陽光発電から電力を使う場合は、ソーラーパワーコンディショナを自立運転に切り替える必要があります。

＊�

停電時

昼は太陽光発電から消費して蓄電池にも充電、
夜は放電に自動で切り替わります

昼に停電した場合

停電停電

特定負荷用分電盤 特定負荷用分電盤

停電時に使用できる家電・時間の目安

フル充電ならこれだけの家電が長時間使用できます

あっ、
停電！ すぐに切り替わった！

�秒後に
自動切替えで

電力供給

非常時／停電時の動作イメージ

蓄電池ユニット

特定負荷

主分電盤の家電

特定負荷用
分電盤

主分電盤

停電

電力網

使用
停止

冷蔵庫 ��～���W テレビ ���～���W 照 明 ��～���W スマートフォン充電 �W

���Wの場合

連続

約12.9時間＊�

使用可能

太陽光の発電を蓄電池に充電することもできるため、停電が長引いても安心です。

太陽光発電太陽光発電
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設 置 例

太陽光発電を導入済みの住宅・施設でも簡単後付けでき、
コンパクトだから居住空間にも溶け込みます

※ 本システムは、太陽光発電を導入していなくても設置可能です。設置時は一定の離隔距離を確保してください。
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システム構 成

遠隔モニタリングサービスの使用で
スマートフォンやパソコンから蓄電池の
状態を見守り可能

特定負荷用分電盤
KP-DB��B-�

停電時、特定負荷に電気を供給

屋内設置

蓄電システム用ゲートウェイ
KP-GWBT-A

屋内設置

パワーコンディショナ
〈一般タイプ〉 KPAC-B��
〈重塩害対応タイプ〉 KPAC-B��-S

・蓄電池の充放電をコントロール
・停電時は特定負荷用分電盤へ自動切替え、
   �.�kVAの自立出力

・太陽光発電システムと併設可能＊�

屋外設置

太陽光発電
システムと
併設可能

重塩害
エリア

設置可能

軽量
壁掛け設置

自然空冷
静音設計

��年保証
容量

��%以上

屋内設置

蓄電池ユニット
KP-BU��-A

・蓄電容量�.�kWh
・何度繰り返し充放電しても
   ��年間容量��%を保証＊�

・耐震クラスＳ＊�

＊�

＊�. システム搭載の動作モードで使用した時に限ります。
＊�.  「建築設備耐震設計・施工指針（����年度版）」・「鋼構造計算基準」引用、準拠。
＊�. 併設する太陽光発電システムに制約がある可能性があります。
＊�.  ECHONET Lite対応機器とは、一般社団法人エコーネットコンソーシアムが発行したECHONET Lite規格およびアプリケーション通信インターフェース仕様（ECHONET Lite AIF仕様）に準拠した機器です。
　 　ECHONET Lite、ECHONET Lite AIF、ECHONETロゴマークは、一般社団法人エコーネットコンソーシアムの登録商標です。

充放電
サイクル

無制限

耐震
クラス

S

パワーコンディショナは
重塩害地域向けに専用タイプもご用意
海岸沿いのエリアや海岸線から���m以内の、台風や
強風により一時的に海水が飛来する場所にも設置できます。

※ 海水のしぶきが直接かかるところは除きます。

海岸および汽水域から ���m

重塩害対応タイプ

パワーコンディショナ

蓄電池ユニット

特定負荷用分電盤

蓄電システム用ゲートウェイ

主分電盤
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システム接続例／外形寸法

特定負荷用分電盤
KP-DB��B-�

パワーコンディショナ
KPAC-B��/B��-S

蓄電池ユニット
KP-BU��-A

➀

➂

➁
主分電盤

➃

通信ケーブル
電流センサケーブル

オプションケーブル
電力配線ケーブル
アース配線ケーブル
通信ケーブル

工事店様準備ケーブル

（  ）e

（  ）d

（  ）i

（  ）b
（  ）h

（  ）g

（  ）f

（  ）c

（  ）a

（  ）e

インターネット遠隔モニタサーバ

ルータ

太陽光発電とのシステム併設例

太陽光パネル パワーコンディショナ

蓄電システム用ゲートウェイ
KP-GWBT-A

外形図

※ 併設する太陽光発電システムに制約がある可能性があります。

システム構成機器の組み合わせについては
P��の「機器セット」欄をご参照ください。

���mm���mm

���
mm

蓄電池ユニット
KP-BU��-A

���mm ���mm

���
mm

パワーコンディショナ
KPAC-B��/B��-S

���mm ���mm

���
mm

特定負荷用分電盤
KP-DB��B-�

蓄電システム用
ゲートウェイ
KP-GWBT-A

��mm ��.�mm

���
mm

主幹
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必要機器一覧

品名
主幹／外部発電機用電流センサ（絶縁型)
主幹電流センサケーブル（絶縁型）
パワーコンディショナ・計測ユニット間用屋内外通信ケーブル
蓄電池通信ケーブル

➀
➁
➂
➃

形式
KP-CT-S□□AC���A
KP-CHI-C�VB□□S�
KP-CH-B�VG□□S
KP-CHG-E�VB□□S

仕様
�個セット、□□はCTの径を示す。装着できる電線径φ��.�mm、φ��mm以下
□□は長さを示す。��m、��m
□□は長さを示す。�m、�m、��m、��m
□□は長さを示す。�m、�m、��m、��m、��m

システムに必要なオプション品一覧

システム構成機器一覧
品名

パワーコンディショナ

蓄電池ユニット
蓄電システム用ゲートウェイ
特定負荷用分電盤

形式
KPAC-B��
KPAC-B��-S
KP-BU��-A
KP-GWBT-A
KP-DB��B-�

一般タイプ
重塩害対応タイプ

設置について
海岸および汽水域から���mを超える地域の屋外に設置＊

海岸および汽水域から���m以内の重塩害地域にも設置可能＊

屋内・壁面に床置き・ネジ止め
屋内・壁面取付
屋内・壁面取付

＊ 海水の波しぶきが直接かからない場所、直射日光が当たらない場所、揮発性、可燃性、腐食性およびその他の煙、ガスにさらされない場所等に設置してください。

ご購入の組み合わせ例

+機器セット 部材セット

機器セット（�.�kWh一般タイプ）
機器セット（�.�kWh重塩害対応タイプ）

KPAC-B-SET-�
KPAC-B-SET-�

￥�,���,���
￥�,���,���

メーカー
希望小売価格(税別)

パッケージ内容
機器セット

KPAC-B��
KPAC-B��-S

KP-BU��-A
KP-BU��-A

KP-GWBT-A
KP-GWBT-A

KP-DB��B-�
KP-DB��B-�

パワーコンディショナ 蓄電池ユニット 蓄電システム用ゲートウェイ 特定負荷用分電盤
形式品名

部材セット�
部材セット�
部材セット�
部材セット�
部材セット�

KP-CH-ST�-AC�
KP-CH-ST�-AC�
KP-CH-ST�-AC�
KP-CH-ST�-AC�
KP-CH-ST�-AC�

メーカー
希望小売価格

(税別)

パッケージ内容
部材セット

¥��,���
¥��,���

¥���,���
¥���,���

¥��,���

KP-CT-S��AC���A
KP-CT-S��AC���A
KP-CT-S��AC���A
KP-CT-S��AC���A
KP-CT-S��AC���A

KP-CHI-C�VB��S�
KP-CHI-C�VB��S�
KP-CHI-C�VB��S�
KP-CHI-C�VB��S�
KP-CHI-C�VB��S�

KP-CH-B�VG��S
KP-CH-B�VG��S
KP-CH-B�VG��S
KP-CH-B�VG��S
KP-CH-B�VG��S

KP-CHG-E�VB��S
KP-CHG-E�VB��S
KP-CHG-E�VB��S
KP-CHG-E�VB��S
KP-CHG-E�VB��S

形式 主幹／外部発電機用
電流センサ(絶縁型)

主幹電流
センサケーブル(絶縁型)

パワーコンディショナ・計測ユニット間
屋内外通信ケーブル 蓄電池通信ケーブル

品名

主幹／外部発電機用電流センサ(Φ��.�)(絶縁型) 
主幹／外部発電機用電流センサ(Φ��)(絶縁型) 
主幹電流センサケーブル（��m）（絶縁型） 
主幹電流センサケーブル（��m）（絶縁型） 
パワーコンディショナ・計測ユニット間用屋内外通信ケーブル（�m） 
パワーコンディショナ・計測ユニット間用屋内外通信ケーブル（�m） 
パワーコンディショナ・計測ユニット間用屋内外通信ケーブル（��m） 
パワーコンディショナ・計測ユニット間用屋内外通信ケーブル（��m） 
蓄電池通信ケーブル（�m） 
蓄電池通信ケーブル（�m） 
蓄電池通信ケーブル（��m） 
蓄電池通信ケーブル（��m） 
蓄電池通信ケーブル（��m）

KP-CT-S��AC���A
KP-CT-S��AC���A
KP-CHI-C�VB��S�
KP-CHI-C�VB��S�
KP-CH-B�VG��S
KP-CH-B�VG��S
KP-CH-B�VG��S
KP-CH-B�VG��S
KP-CHG-E�VB��S
KP-CHG-E�VB��S
KP-CHG-E�VB��S
KP-CHG-E�VB��S
KP-CHG-E�VB��S

メーカー希望小売価格(税別)

オプション品一覧

¥��,���
¥��,���
¥��,���
¥��,���

¥�,���
¥�,���

¥��,���
¥��,���
¥��,���
¥��,���
¥��,���
¥��,���
¥��,���

形式品名

配線名称
商用系統配線
特定負荷用配線
特定負荷用分電盤電源配線
蓄電池入出力配線
アース配線
アース配線

特定負荷用配線

ルータ配線
パワーコンディショナ間配線

a
b
c
d
e
f

g

h
i

配線の種類
パワーコンディショナから主分電盤へ交流線の配線
パワーコンディショナから特定負荷用分電盤へ交流線の配線
主分電盤から特定負荷用分電盤へ電源の配線
パワーコンディショナと蓄電池ユニット間の直流線の配線
パワーコンディショナ、蓄電池間のアース線の配線
主分電盤、特定負荷用分電盤のアース線の配線
特定負荷用分電盤の特定負荷（電気製品）、
特定負荷用コンセントの交流線の配線
ルータ設置時、蓄電システム用ゲートウェイとルータ間の配線
太陽光発電システムと併設する時の交流線の配線

ケーブル仕様
CV、�芯、�mm�、��mm�

CV、�芯、�.�mm�、�mm�、��mm�

VVF、�芯、φ�.�mmまたはφ�.�mm、単線
CV、�芯、�.�mm�

IV、�.�mm�

IV、φ�.�mm

LANケーブル（カテゴリー�以上）
VVF、�芯、φ�.�mm、φ�.�mm、またはφ�.�mm、単線

工事店様準備品一覧

（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）

（  ）

（  ）
（  ）
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カタログ番号 KAND-039C

お問い合わせ窓口

〒108-0075 東京都港区港南2-3-13 品川フロントビル7F

受付時間 9：00～12：00／13：00～17：00（土日、祝日、弊社休日を除く）
0120-085-606

2020年4月現在

本誌には主に機種のご選定に必要な内容を掲載し、
ご使用上の注意事項等は掲載しておりません。
ご使用上の注意事項等、ご使用の際に必要な
内容につきましては、取扱説明書および
マニュアル等をお読みください。

本誌に記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に際しては機器･装置の機能や安全性を
ご確認の上、ご使用ください。
本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御・航空・車両・燃焼装置・医療機器・娯楽機器・安全機器、
その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に安全性が要求される用途にはご使用なされないよう
お願いいたします。
本製品は日本国内専用です。
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●

●
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お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください
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